
●日程

●会場　健康福祉センター
●内容と受付時間
　３カ月児…昼12時30分～１時
　９カ月児…午後１時～１時20分
　２歳６カ月児歯科…午後１時～１時20分
　３歳児…昼12時30分～１時25分
●持ち物
　母子健康手帳、バスタオル、問診票（３
　カ月・９カ月児は事前に配布、２歳６カ
　月児歯科・３歳児は郵送）、３カ月健診の
　かたは予防接種予診票
●注意
＊問診票と母子健康手帳の「保護者の記録」
　を必ず記入しておいでください。
＊３歳児健診のかたは郵送する問診票で指
　定された時間においでください。
＊待ち時間を少なくするため受付時間をず
　らしていますので、ご協力ください。
＊お子さんが、当日具合が悪かったり、１
　週間以内に人にうつる可能性のある病気
　（みずぼうそう、インフルエンザ、突発
　性発疹、とびひなど）にかかったりした
　ときは事前に電話などでご連絡ください。

【すこやか子ども何でも相談】
　お子さんの健康や育児のことなど、どん
な小さなことでも一人で悩まず、ご相談く
ださい。
【健康相談】
　赤ちゃんからお年寄りまで、体や心の健
康に関すること全般
＊保健師、栄養士が相談をお受けします。

（特定健診・健康診査・結核･肺がん･胃がん･
大腸がん･前立腺がん･肝炎ウイルス検診）

●受付時間
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赤ちゃん健診（10月）

各種相談

同日検診（10月）

■問い合わせ　健康福祉課健康推進係（☎86-0210） 10月

町の人口
人口  16,219人（－24）
　男    7,910人（－11）
　女    8,309人（－13）
世帯    4,727戸（－３）

９月１日現在

（　）は前月との比較

10月の業務時間延長日
10/6,14,20,27

10月のあそび広場
子育て支援センター

●料金

●注意
①特定健診・後期高齢者健診：医療保険証
　と保険者から発行された受診券を持参し
　てください。
②特定健診の料金（※）：受診表に記載され
　た金額となります。
③健康診査：保険証などがなくても受診で
　きます。
④肝炎ウイルス検診：40歳のかた、今まで
　に受けたことのないかたが対象です。

●全血（400ml、200ml）
●期日　10月15日（水）

　健康づくりのための体操をしています。
日ごろの運動不足・ストレス解消のため、
ぜひご参加ください。
●10月の開催日
　○昼の部　７日（火）22日（水）
　　　　　　午後１時30分～３時
　○夜の部　８日（水）22日（水）
　　　　　　午後７時～８時30分
●内容　筋力アップ体操、肩こり・腰痛・
　膝痛予防・解消ストレッチ
●申込・問い合わせ　健康福祉課健康推進
　係（☎86－0210）まで随時

●期日
　10月４日（土）午前９時30分～昼12時30分
　10月18日（土）　　　　〃　　　　
＊同じ内容ですのでどちらかにご参加くだ
　さい｡
●対象　保育園・小学生の子どもさんとお
　家のかた
●内容　地産地消をテーマにした彩り弁当
●会費　２人で300円（１人追加ごとに
　100円増し）
●持ち物　弁当箱（人数分）・会費・エプロ
　ン・三角巾
●主催　健康づくり推進員・地産地消推進
　協議会・地区栄養士会

●申し込みは９月30日（火）まで、お近く
　の健康づくり推進員または健康福祉課健
　康推進係（☎86－0210）までお願いし
　ます。

【赤ちゃん広場（火・水曜日）】
　▼会場　健康福祉センター
�　７日、８日、14日、15日、21日、22日、
　　28日、29日
【すこやかあそび広場】
　▼会場　健康福祉センター
�　２日、９日、16日、20日、23日、30日、
�　31日
　▼会場　鮎貝地区公民館（金曜日）
�　３日、10日、17日、24日
【地区広場（月曜日）】
�　６日　萩野ふれあい館
�　27日　東根地区公民館
【午後の広場】
　▼会場　健康福祉センター「希望の間」
　▼時間　午後１時～３時30分
　　毎週月・金曜日
【相談日】
　▼日時　毎週火、木曜日午後１時～４時
　▼会場　健康福祉センター
※１日はいも煮会（事前申込が必要です。）
※26日はパパママ子どもの休日広場
■問い合わせ　健康福祉課
　子育て支援センター（☎86－0212）

（時間　午前９時30分～11時30分）

生活相談所の相談日
10月１日㈬   弁護士相談並びに一般相談

10月15日㈬   行政相談

10月29日㈬   一般相談

▼会場：老人福祉センター
▼時間：午前10時から午後３時まで
▼弁護士：安部　敏さん
＊弁護士相談は前日まで要予約、午後１時
　35分から３時35分まで。相談は無料。
■問い合わせ
�白鷹町社会福祉協議会（☎86－0150）

●１階フロアー

書　植木まささん（山口）の書です。

●１階ロビー

美術コーナー①

写真「最上川舟道」

美術コーナー②

「白鷹高等専修学校手芸作品展」

８月に引き続き９月30日まで

美術コーナー① 10月１日から12月１日まで

９月５日から11月５日まで

10月１日から12月１日まで

　手提げや小物、ぬいぐるみなど、細やかな手芸の
　作品をご覧ください。

　鈴木敏雄さん（畔藤）

　絵画　　故・梅津五郎画伯の絵画を展示します。

「結婚相談室」の開設
▼いつ　10月14日（火）午後３時～７時
▼どこで　老人福祉センター
▼相談料　無料
＊事前に連絡があれば、相談時間など調整
　します。プライバシー厳守。
■問い合わせ 
�産業振興課商工振興係（☎85－6136）

農業委員会のお知らせ

●10月の農業委員会総会開催日
　　　10月27日（月）
●農地法関係の申請締め切り日
　　　10月10日（金）
■問い合わせ
　農業委員会農地調整係（☎85－6128）

「愛のかたち献血」にご協力ください

らくらくスマイル教室を開催しています！

「げんき弁当親子料理教室」に
参加しませんか

「和紙しゅんこうちぎり絵展」（９月30日まで）
　こぶし会（代表　松木千鶴子さん）の皆さん
　の作品です。

「刻字作品展」（10月１日から31日まで）
　横澤米次さん（鮎貝）の手の込んだ立体感あ
　る作品の数々をご覧ください。

（開催日：月～土曜日）
●鮎貝地区公民館ギャラリー

おしらせ版

期日 健　診 対 　 象
3カ月児 平成20年６月生まれ

平成19年12月生まれ9カ月児
１日㈬

平成17年12月10日～
平成18年３月31日生まれ

2歳6カ月児
歯科

８日㈬

平成17年４月６日～
　　　５月20日生まれ

３歳児30日㈭

期日 場所時間 対象町内

鮎貝7～12、14
ハーモニー
プラザ

午前
午後

16日
（木）

中山地区中山小学校午前
17日
（金）

中部１～６
北部１

東陽ホール
午前
午後

28日
（火）

＊入場は無料ですが、入場整理券が必要です。整理券は
　教育委員会または中央公民館・地区公民館で取り扱っ
　ています。お早めにお求めください。
■問い合わせ　教育委員会
　生涯学習・スポーツ推進係（☎85－6147）

【講師プロフィール】
　小国町出身／昭和53年故２代目桂小南に入門し、平成
　３年に真打昇進。
　安孫子市立湖北台西小学校元ＰＴＡ会長、千葉県立布
　佐高校前保護者会長、学校法人東海学院講師

●い　つ　10月25日（土）午後１時15分～４時
●どこで　パワーセンター
●内　容
①表彰式
　社会教育功労者・読書感想文コンクール
②記念講演（白鷹学講座パート４）
　演題「落語にみる豊かなコミュニケーションづくり」
　講師　落語家　山遊亭金太郎さん

テーマ「社会力で人が育てる豊かなまちづくり」

検　　診 金　額

結核検診（65歳以上） 無料

無料

肺がん検診（40～64歳） 600円

健康診査（19～39歳） 3,000円

特定健診（40～74歳） 　※

後期高齢者健診（75歳以上）

胃がん検診（40～69歳） 1,600円

胃がん検診（70歳以上） 1,000円

前立腺がん検診（40～69歳） 1,500円

前立腺がん検診（70歳以上） 1,000円
肝炎ウィルス検診（全員） 3,045円

大腸がん検診（全員） 800円

▲「白鷹高等専修学校手芸作品展」

平成20年度白鷹町社会教育振興大会

ギャラリーあんない

特定健診・健康診査・結核・肺がん
･胃がん･大腸がん・前立腺がん
･肝炎ウイルス検診

7:30～9:30

特定健診・健康診査・結核・肺がん
･大腸がん・前立腺がん
･肝炎ウイルス検診

13:00～14:00

時　　間 場　所
9：30～11：30

13：30～14：30
県立荒砥高等学校
山形部品㈱

15：30～16：30 健康福祉センター
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❷

お
し
ら
せ

【10月の学校給食献立表】

情報のページ

❸

楽しい会です。皆さんでおいでください。

図書館だより

第258回  おはなしの会

町のホームページ
　http://www.town.shirataka.yamagata.jp

白
鷹
町
総
合
防
災
訓
練

元
気
ニ
コ
ニ
コ
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

元
気
ニ
コ
ニ
コ
健
康
ま
つ
り

　今月の給食のねらいは「町内の秋の農産物を味わい、旬のおいしさを実感
する」「豊かな農産物を生み出す白鷹の気候、風土、生産に携わる人びとに感
謝し、郷土愛を育む」です。
　７日は「白鷹FOOD（風土）恵みの日」を実施します。この日の給食は、
調味料を除くすべての食材を白鷹町の農産物でまかないます。いも煮の牛肉
は白鷹産米沢牛、ごんぼ炒りは岡の台ごんぼ、秘伝豆はのどか村で収穫され
たものです。ほかにも舞茸や里いも、りんごなど、秋の味覚満載の給食です。
この「白鷹FOOD（風土）恵みの日」を迎えるにあたり、たくさんのかたが
たのお力添えがありました。子どもたちに良いものを食べさせたいという思
いから、ご協力くださいました。自然の恵みに感謝するとともに、その恵み
を子どもたちに注いでくださる郷土のかたがたに感謝しなくてはなりません。
　「食育」とは、単に望ましい食習慣のための知識を身につけるだけでなく、
食卓での一家団らんを通じて思いやりの心を育んだり、郷土の食文化を理解
したり、食に関する感謝の念を育んだりすることなどを含む、幅広い教育で
あり、「食を通した人づくり」なのです。

ちょうりじょうゆうびん ～おしらせ版～

今月のおらほの食材
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分
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辺
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○
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○
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相
談
に
応
じ
ま
す
）

▼
出
店
で
き
る
か
た
　
個
人
及
び
団

体
の
ど
な
た
で
も

▼
申
込
方
法
　
10
月
10
日
（
金
）
ま

で
事
務
局
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
　
白
鷹
ご
み

ゼ
ロ
の
日
実
行
委
員
会
事
務
局
（
町

民
税
務
課
内
／
☎
85
ー
６
１
３
１
）

　
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
本
格
運
行

か
ら
も
う
す
ぐ
１
カ
月
と
な
り
ま
す

が
、
利
用
者
の
皆
さ
ま
の
声
な
ど
を

も
と
に
、
受
付
時
間
を
変
更
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
よ
り
利
用
し
や

す
い
も
の
に
す
る
た
め
、
皆
さ
ま
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
予
約
受
付
時
間

○
変
更
前
　
午
前
８
時
〜
午
後
４
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
←

○
変
更
後
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
予
約
セ
ン
タ
ー
　

　
　
　
　
　
　
☎
85
ー
０
３
６
５

■
問
い
合
わ
せ
　
総
務
政
策
課
政
策

企
画
係
（
☎
85
ー
６
１
２
３
）

▼
い
つ
　
10
月
20
日
（
月
）
午
前
10

時
50
分
〜
昼
12
時
30
分

▼
記
念
講
演

○
演
題
「
目
を
世
界
に
、
心
は
ふ
る

　
さ
と
」

○
講
師
　
田
勢
康
弘
さ
ん
（
政
治
コ

　
ラ
ム
ニ
ス
ト
）

■
問
い
合
わ
せ
　
荒
砥
高
等
学
校

（
☎
85
ー
２
１
７
１
）

▼
い
つ
　
10
月
５
日
（
日
）

　
　
　
　
午
後
３
時
〜

▼
ど
こ
で
　
白
樫
の
家
（
鮎
貝
）

▼
内
容
「
バ
ロ
ッ
ク
バ
イ
オ
リ
ン
と

チ
ェ
ン
バ
ロ
の
競
演
」
〜
オ
ー
ル
バ

④
帰
宅
し
た
ら
、
早
め
に
風
呂
に
入

　
り
、
体
を
清
潔
に
し
、
衣
服
は
洗

　
濯
す
る
。

▼
早
期
治
療
の
た
め
に
　
風
邪
に
似

た
症
状
の
た
め
、
症
状
だ
け
で
は
診

断
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。「
最

近
草
む
ら
や
藪
に
立
ち
入
っ
た
」
こ

と
を
医
師
に
話
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
置
賜
保
健
所
地
域

保
健
予
防
課
（
☎
０
２
３
８
ー
22
ー

３
０
０
２
）
ま
た
は
健
康
福
祉
課
健

康
推
進
係
（
☎
86
ー
０
２
１
０
）

▼
い
つ
　
10
月
４
日
（
土
）
午
前
９

時
30
分
〜
正
午
（
雨
天
決
行
）

▼
ど
こ
で
　
最
上
川
河
川
緑
地
公
園

（
長
井
橋
下
）

▼
内
容

①
実
技
講
習
：
愛
犬
の
し
つ
け
方

②
ト
リ
ミ
ン
グ
と
愛
犬
の
健
康
相
談

▼
参
加
費
　
１
５
０
０
円
／
頭

▼
参
加
要
件

係
（
☎
85
ー
６
１
４
０
）

　
こ
れ
か
ら
晩
秋
に
か
け
て
も
、
全

国
的
に
つ
つ
が
虫
病
の
発
生
が
多
い

季
節
で
す
。

▼
つ
つ
が
虫
病
の
症
状
　
刺
さ
れ
る

と
５
日
か
ら
14
日
後
に
発
熱
、
頭
痛
、

全
身
の
だ
る
さ
、
筋
肉
痛
、
関
節
痛
、

下
痢
、
吐
き
気
、
全
身
の
発
疹
が
現

れ
ま
す
。
早
期
に
治
療
す
れ
ば
、
重

症
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
つ
つ
が
虫
病
の
予
防
の
た
め
に

①
田
や
畑
、
草
む
ら
に
立
ち
入
る
と

　
き
に
は
、
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
長

　
靴
を
着
用
し
、
素
肌
を
出
さ
な
い
。

②
草
む
ら
に
は
直
接
座
ら
な
い
。

③
虫
除
け
ス
プ
レ
ー
や
ダ
ニ
忌
避
剤

　
を
衣
服
に
散
布
す
る
。

し
・
環
境
推
進
係
（
☎
85
ー
６
１
３

１
）
、
西
置
賜
地
区
労
働
者
福
祉
協

議
会
（
労
働
金
庫
長
井
支
店
内
・
☎

84
ー
１
１
０
０
）

　
違
反
建
築
防
止
週
間
は
、
建
築
基

準
法
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
法
令
を

町
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
違
反
建
築
を
防
止
し
、

建
築
物
の
安
全
を
確
保
し
、
町
の
よ

り
良
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
総
合
支
庁
が
「
一
斉
公
開
建
築
パ

ト
ロ
ー
ル
」
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

▼
実
施
期
間
　
10
月
11
日
（
土
）
〜

17
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
　
建
設
水
道
課
管
理

▼
担
当
者
　
奥
山
正
雄
さ
ん
、
樋
口

久
子
さ
ん
（
白
鷹
町
行
政
相
談
委
員
）

■
問
い
合
わ
せ
　
山
形
行
政
評
価
事

務
所
（
☎
０
２
３
ー
６
３
２
ー
３
１

１
３
）
、
健
康
福
祉
課
（
☎
86
ー
０

１
１
１
）

　
高
い
金
利
で
借
入
を
し
て
い
る
か

た
や
多
重
債
務
で
お
悩
み
の
か
た
に

対
し
、
専
門
家
が
無
料
で
相
談
に
応

じ
ま
す
。

▼
い
つ
　
10
月
22
日
（
水
）

　
　
　
　
午
後
５
時
〜
７
時

▼
ど
こ
で
　
中
央
公
民
館
第
３
研
修
室

※
特
に
事
前
予
約
は
不
要
で
す
が
、

希
望
さ
れ
る
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
町
民
税
務
課
く
ら

ッ
ハ
プ
ロ
グ
ラ
ム
〜

▼
奏
者
　
小
池
ま
ど
か
、
梅
津
樹
子

▼
入
場
料
　
２
０
０
０
円

▼
定
員
　
30
人

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
　
梅
津
（
☎

85
ー
４
４
５
０
）

　
10
月
20
日
か
ら
26
日
ま
で
は
「
行

政
相
談
週
間
」
で
す
。
行
政
機
関
に

関
す
る
苦
情
・
要
望
な
ど
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
、

無
料
で
す
。

▼
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
場

○
い
つ
　
10
月
15
日
（
水
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
鮎
貝
地
区
公
民
館
会
場

○
い
つ
　
10
月
17
日
（
金
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

○
生
後
４
カ
月
以
上
で
、
日
本
犬
は

　
１
歳
ま
で
、
そ
の
ほ
か
は
３
歳
ま

　
で
の
犬

○
登
録
さ
れ
て
お
り
、
過
去
１
年
以

　
内
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
し
て
い
る

　
こ
と
。

▼
参
加
頭
数
　
45
頭

▼
締
め
切
り
　
９
月
26
日
（
金
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
　
愛
犬
し
つ

け
方
教
室
事
務
局
（
置
賜
保
健
所
内

／
☎
０
２
３
８
ー
22
ー
３
７
５
０
）

　
恒
例
の
白
鷹
山
岳
会
秋
の
町
民
登

山
を
開
催
し
ま
す
。

▼
い
つ
　
10
月
12
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
８
時
集
合

▼
集
合
場
所
　
黒
鴨
橋

▼
持
ち
物
　
昼
食
、
飲
料
水
、
雨
具
、

防
寒
具

▼
締
め
切
り
　
10
月
８
日
（
水
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
　
木
口
純
一

（
☎
85
ー
２
２
１
２
）

　　　　　　　　　　　　　　　絲山秋子著
　亜麻布二十エレは上衣一着に値する。
　そんな不思議なフレーズで始まるこの話は、現代人の多
くを悩ませている心の病を抱えた20代の女性が主人公です。
彼女は、意味も良くわからないこのフレーズが幻聴として
聞こえ始めると調子が悪くなります。「鬱病」とか「不眠
症」とか、24時間を分刻み秒刻みで転がっていく今の世の
中では、決して珍しくない病気になりつつありますが、な
ぜだかこの話を読み終わったとき、せつないけれど胸がほ
っかりしました。まだ中学１年生の長男が、たまたま茶の
間に置きっ放しにしていたこの本を読みましたが、感想を
聞くと同じような答えが返ってきました。
　聞きなれないけれどテンポ良い九州弁で進んでいく読み
やすい本です。秋の夜長にいかがですか？

◇図書館協議会委員　　齋藤　妙子

　　　「逃亡くそたわけ」

■わたしが薦める１冊の本

■今月の新刊

アスパラガスの高品質多収技術

あの夏を泳ぐ

甘粕正彦乱心の曠野

生きているかぎり

いのちなりけり

インターセックス

老いを照らす

帰省

すてきなひとりぼっち

老けない人の免疫力

わが孫育て

非正規レジスタンス

物価の文化史事典

世界はいっしょにまわってる

 元木悟　編

松久　　淳

佐野　真一

新藤　兼人

葉室　　麟

帚木　蓬生

瀬戸内寂聴

藤沢　周平

谷川俊太郎

安保　　徹

佐藤　愛子

石田　衣良

森永卓郎監

稲田　雅子

農文協

新潮社

新潮社

日本経済新聞出版社

文芸春秋

集英社

朝日新聞社

文芸春秋

童話屋

青春出版社

文芸春秋

文芸春秋

展望社

小学館

書　　名 著者名 出版社

　もってのほか菊・ほうれん草・じゃがいも・長ねぎ・キャベツ・ピーマン・
　きゅうり・大根・りんご・里いも・舞茸・岡の台ごんぼ・牛肉・秘伝豆

町
芸
術
祭
会
場
で
の
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

10
月
１
日
か
ら
、
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
の
予
約
受
付
時
間

が
変
わ
り
ま
す

荒
砥
高
等
学
校
創
立
60
周
年

記
念
式
典

白
樫
の
木
コ
ン
サ
ー
ト

愛
犬
し
つ
け
方
教
室

紅
葉
の
頭
殿
山
へ
登
ろ
う

つ
つ
が
虫
病
に
ご
注
意
！

ここに掲載しているものは一部です。
町ホームページでも紹介しています。

■10月の休館日　６．13．19．27日

8

コ
ッ
ペ
パ
ン
　
メ
ン
チ
カ
ツ

コ
ー
ル
ス
ロ
ー
サ
ラ
ダ

鮭
の
ホ
ワ
イ
ト
シ
チ
ュ
ー
　
チ
ョ
コ
ク
リ
ー
ム

水
14

か
お
り
ご
は
ん
　
茶
碗
蒸
し

ほ
う
れ
ん
草
と
桜
え
び
の
ご
ま
和
え

わ
か
め
の
み
そ
汁
　
バ
ナ
ナ

火
17

ご
は
ん
　
焼
き
栗
コ
ロ
ッ
ケ

野
菜
の
お
か
か
和
え
　
大
根
の
み
そ
汁

納
豆

金
15

食
パ
ン
　
豚
肉
の
パ
イ
ン
ソ
テ
ー

キ
ャ
ベ
ツ
と
コ
ー
ン
の
ゴ
マ
ド
レ
サ
ラ
ダ

ス
キ
ム
ミ
ル
ク
入
り
コ
ー
ン
ス
ー
プ
　
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ジ
ャ
ム

水

30

【
セ
レ
ク
ト
給
食
】
ご
は
ん

チ
キ
ン
の
ハ
ー
ブ
焼
き
ま
た
は
秋
鮭
の
塩
焼
き

枝
豆
入
り
ひ
じ
き
煮
　
緑
黄
色
野
菜
の
み
そ
汁

ラ
・
フ
ラ
ン
ス
ゼ
リ
ー
ま
た
は
り
ん
ご
ゼ
リ
ー

9

チ
キ
ン
カ
レ
ー
　
味
付
ゆ
で
卵

ポ
パ
イ
サ
ラ
ダ

木

29

ナ
ン
　
ド
ラ
イ
カ
レ
ー

グ
リ
ー
ン
サ
ラ
ダ
　
わ
か
め
ス
ー
プ

水 木

金
10

ご
は
ん
　
い
わ
し
の
ピ
リ
辛
ソ
ー
ス

調
理
場
の
即
席
づ
け

あ
さ
り
の
み
そ
汁

1

食
パ
ン
　
ハ
ム
チ
ー
ズ
ピ
カ
タ

カ
ミ
カ
ミ
サ
ラ
ダ
　
野
菜
い
っ
ぱ
い
ス
ー
プ

い
ち
ご
＆
マ
ー
ガ
リ
ン

水
6

ご
は
ん
　
さ
ん
ま
エ
ゴ
マ
み
そ
煮

ほ
う
れ
ん
草
と
も
や
し
の
お
ひ
た
し

具
だ
く
さ
ん
み
そ
汁
　
レ
モ
ン
ヨ
ー
グ
ル
ト

月
7

【
白
鷹
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
（
風
土
）
恵
み
の
日
】

ご
は
ん
　
牛
肉
と
ご
ん
ぼ
の
炒
り
煮

秘
伝
豆
　
い
も
煮
　
白
鷹
の
り
ん
ご

火
2

ご
は
ん
　
い
か
の
揚
げ
煮

小
松
菜
と
し
め
じ
の
お
ひ
た
し

親
子
汁

木 金
3

ご
は
ん
　
肉
と
野
菜
五
目
炒
め

大
根
サ
ラ
ダ
　
な
め
こ
の
み
そ
汁

月
27

ご
は
ん
　
ハ
ン
バ
ー
グ
ス
テ
ー
キ

海
藻
サ
ラ
ダ
　
コ
ン
ソ
メ
ス
ー
プ

金
31

ご
は
ん
　
ホ
ワ
イ
ト
カ
レ
ー
コ
ロ
ッ
ケ

木
の
実
入
り
サ
ラ
ダ
　
ポ
ト
フ

火
28

栗
ご
は
ん
　
い
か
下
足
唐
揚
げ

３
色
ご
ま
和
え

か
ぶ
と
打
ち
豆
の
み
そ
汁

22 23

コ
ッ
ペ
パ
ン
　
ホ
ッ
ト
ド
ッ
ク

チ
ー
ズ
in
サ
ラ
ダ
　
秋
野
菜
の
シ
チ
ュ
ー

ご
は
ん
　
あ
じ
の
お
ろ
し
煮

も
っ
て
の
ほ
か
菊
お
ひ
た
し
　
豚
汁

水 木月
20

ご
は
ん
　
シ
ョ
ウ
ロ
ン
ポ
ウ

中
華
サ
ラ
ダ
　
た
ま
ご
ス
ー
プ

火
21

ご
は
ん
　
鶏
肉
の
レ
モ
ン
漬
け

具
だ
く
さ
ん
ナ
ム
ル

キ
ャ
ベ
ツ
の
み
そ
汁

金
24

ご
は
ん
　
豚
肉
の
ご
ま
だ
れ
か
け

わ
か
め
の
酢
の
物

ま
め
麩
と
玉
ね
ぎ
の
み
そ
汁

10月４日　土曜日　午前10時より　　　場所　図書館

☆このほか毎日牛乳が１本付きます。
※材料の都合により、献立を変更する場合があります。

●
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
勉
強
会
参
加
者
募
集
　
▼
い
つ
　
10
月
18
日
（
土
）
午
後
１
時
〜
３
時
　
▼
ど
こ
で
　
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
山
形
（
山
形
市
）
▼
講
演
「
塩
の
話
」
〜
心
・
血
管
病
に
関
し
て
〜
　
▼
講
師
　
金
谷
透
さ
ん
（
東
北
中

央
病
院
診
療
部
長
）
▼
参
加
費
　
５
０
０
円
（
資
料
代
、
コ
ー
ヒ
ー
代
）
※
申
し
込
み
は
不
要
。
当
日
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
■
問
い
合
わ
せ
　
友
の
会
山
形
支
部
事
務
局
／
亀
山
（
☎
０
２
３
ー
６
５
４
ー
８
７
５
４
）

●
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て
話
し
ま
せ
ん
か
　
▼
い
つ
　
９
月
27
日
（
土
）
午
後
２
時
〜
　
▼
ど
こ
で
　
置
賜
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ
　
▼
対
象
　
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
の
当
事
者
や
家
族
、
支
援
者
な
ど

▼
参
加
費
　
５
０
０
円
　
■
問
い
合
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●第21回東北花の展覧会・やまがたフラワーフェスティバル2008　▼いつ　10月18日（土）午前10時～19日（日）午後３時
▼どこで　鶴岡市小真木原総合体育館３階アリーナ　■問い合わせ　山形県生産技術課園芸振興担当（☎023-630-2487）

債
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間

【実施期間】

９月21日（日）～30日（火）
　日没が早まる秋以降は、夕暮れ時から夜間
にかけて交通事故が多発する傾向にあります。
県民一人ひとりが交通ルールを守り、交通マ
ナーを心がけ、交通事故を防ぎましょう。
【運動の基本】高齢者の交通事故防止
【運動の重点】
●すべての座席のシートベルトとチャイルド
　シートの正しい着用を徹底する。
●夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗車中の
　交通事故を防止する。
●飲酒運転を根絶する。
●交通ルールの遵守と交通マナー向上により
　交差点・道路横断時の事故を防止する。
■問い合わせ
　総務政策課生活安全係（☎85-6122）

秋の交通安全県民運動

し
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